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要旨
　近年の「中国のエネルギーと環境問題」について，日本へのインパクトを中心に解題す
る。考察の背景には，中国はその目覚ましい経済発展とともに世界第二位のエネルギー消
費国であり，間もなく世界最大のエネルギー消費国になることが確実であり，海をはさん
で隣り合う日本への環境影響，経済影響には計り知れないものがあるということが挙げら
れる。
　日本の国産エネルギーはわずかに４％であり，エネルギーをほとんど外国へ依存してい
る。日本は，中国の旺盛なエネルギー消費による国際的なエネルギー価格や量の影響をも
ろに受けることになろう。また，日本と中国は，海を挟んで国境を接していることから東
シナ海の石油，天然ガスなどの資源の争奪戦も起こっている。黄砂やNOx, SOx等の飛来
に見られる大気汚染は中国の環境が日本の環境と直結していることを示す。
　さらに，地球温暖化の問題である。国際的には中国は新興国扱いで，これまで削減義務
を負っていない。しかし，CO2の排出量は統計上世界で二番目となり，実質的にはアメリ
カを追い抜いている。エネルギー全体の使用量はアメリカより少ないが，世界最大の石炭
大国である。石炭由来のCO2は石油の２倍近くあり，近年の電力需要の急増にともない石
炭の消費も急激に伸びている。
　さらに中国は，新エネルギーである風力，太陽光エネルギーとともに，2020年頃には世
界有数の原子力発電国になるという。が，そうなると，万が一の事故の場合，影響を直接
被るのは風下の日本である。中国の環境問題は，このように日本と抜き差しならない関係
にあると考えねばならない。
　以上の内容を最新の資料に基づいて記述している。
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１．日本へのインパクトのバックグラウンド
　近年の「中国のエネルギーと環境問題」について，日本へのインパクトを中心に考察す
る。まず，中国のエネルギーと環境問題が日本に対してどのようなインパクトを持つのか
という点から考えたい。
　一つ目は，エネルギー大国としてのビヘイビアーの問題である。中国は経済的にめざま
しく発展し，現在，世界第二位のエネルギー消費国であり，間もなくアメリカを追い抜い
て世界最大のエネルギー消費国になることが予想されている。一方，日本の国産エネルギー
はわずかに４％であり，エネルギーをほとんど外国へ依存している。日本は，中国の旺盛
なエネルギー消費による国際的なエネルギー価格や量の影響をもろに受けることになろ
う。二つ目は，日本と中国は，東シナ海を介して国境を接していることである。この東シ
ナ海に石油，天然ガスなどの資源がある。隣国どうしの資源の取り合いが起こっている。
三つ目は，黄砂等の飛来に見られる大気汚染である。日本は中国の偏西風の下にいる。風
下にいることで中国の大気汚染の影響が甚大である。四つ目は，地球温暖化の問題である。
これについて国際的には中国は新興国扱いで，これまで削減義務を負っていない。しかし，
CO2の排出量は統計上世界で二番目となり，実質的にはアメリカを追い抜いている。エネ
ルギー全体の使用量はアメリカより少ないが，世界最大の石炭大国である。石炭由来の
CO2は石油の２倍近く発生し，近年の電力需要の急増にともない石炭の消費も急激に伸び
ている。
　また，このように石炭に大きく依存している一方で，中国は新たなエネルギーである自
然エネルギーとともに原子力発電の計画を矢継ぎ早に出してきている。中国の計画では，
2020年頃には世界有数の原子力発電国になるが，そうなると，万が一の事故の場合，影響
を直接被るのは風下の日本である。中国の環境問題は，このように日本と抜き差しならな
い関係にあると考えねばならない。
２．主要なエネルギーの特徴
２. １　世界のエネルギーの量
　エネルギーは，大別すれば化石エネルギーと非化石エネルギーとに分けられる。今日，
問題になるのは，量的に有限であることが明らかになりつつあり，CO2を排出することで
地球の温暖化を引き起こすことが問題となる化石エネルギーである。化石エネルギーから
非化石エネルギーへの転換をどう進めるかが緊急の課題となっている。
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　埋蔵量で見れば，化石燃料の中に占める石炭の量は圧倒的に多く，あと160年の寿命が
あると言われている（表１）。石油は自動車燃料を中心に汎用性の高いエネルギーである
がその寿命はあと40年と言われている。天燃ガスの寿命はその中間の70年であるが，最も
環境への負荷が少なく化石エネルギーの優等生とされている。
　一方，非化石エネルギーの中では，主力になるのは原子力である。ウランを使用するが，
現在のように一度使って使い捨てすると寿命は80年余であり，安全の確保をしつつ再利用
する技術の確立が必要である。
　再生可能エネルギーとしては，まず，古くから水力がある。他に，風力，太陽，木質や
穀物のバイオマスがある。日本では，太陽光の利用がこれからの柱として注目されている。
バイオマスは，アメリカ，ブラジル等において，ガソリンの代替燃料として利用が増加し
ているが，食料とのせめぎ合いが懸念されている。
２. ２　化石エネルギーの特性
　CO2 ，NOx（窒素酸化物），SOx（硫黄酸化物）の排出量は，石炭を100とすると石油は
70 〜 80で，天然ガスはかなり少なくなる。因みに中国は，CO2 ，NOx，SOxを最も多く
排出する石炭をメインエネルギーとして利用している。図１に，2100年までの長いスパン
のエネルギーの需要と供給の関係を示している。既述のように石油が40年，石炭が160年
で枯渇し，化石燃料が不足し，再生可能エネルギーに重点を移して行かざるを得ない。
　化石エネルギーとしては，非在来型ガスや非在来型石油が存在するが，中でも石油と砂
が一緒になっているオイルサンドの埋蔵量は非常に多い。しかし，オイルサンドを石油に
するには大変なコストがかかるのでこれまでの利用は少ない。ガスの場合は，太平洋の深
化石エネルギー 非化石エネルギー
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表１　主要なエネルギーの特徴
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海の底にメタンと水が一緒になっ
たメタンンハイドレートが大量に
存在すると言われている。が，これ
についても海底から掘り出してガ
スにするのに相当のコストがかか
るが，在来の化石エネルギーの枯渇
に伴い市場に登場する時も遠い将
来のことではないと考えられる。
３．中国のエネルギーの概要
３. １　中国のエネルギーの量
　図２のグラフで，折れ線グラフは中国の一次エネルギーの供給量，棒グラフは名目GDP（国
内総生産）である。中国のGDPは近年年10％以上の伸び率であり，2000年前後からは，GDP
以上に，一次エネルギーの供給量が伸びてきている。これはモータリゼーションが急速に進
んだことで一躍エネルギー消費大国になったためである。モータリゼーションは石油を必要
とし，中国への供給により世界市場で石油の不足が問題となってきた。中国は，GDPの伸
びを８％確保するとしており，今後も同等程度のエネルギー需要の増加が見込まれる。
　中国における一次エネルギーの消費見通しは，2005年時点で，63％が石炭で，石炭は，
今後2015年で65.5％，2030年で63％
と見込まれている。中国の経済成
長率をこのまま年８％とすると，
オイル換算で，各年，17億t，29億t，
38億tである。延びが最も大きいの
は原子力発電であり，2030年には
現在の約２倍1.8％とするが，最近
では，自然エネルギーとともにもっ
と増やす計画を立てている。
　図３で，日本とアメリカと中国
の一次エネルギー消費を比較する。図２　中国における経済・一次エネルギー供給の推移
図１　世界の一次エネルギーの超長期の推移予測
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中国は世界第２位の石油消費国
で，消費量は785万バレル/日で
ある。また，一方石油産出国で
もあり，世界第５位である。そ
れでも自国の消費をまかないき
れず海外への依存度を強めてい
る。石油の輸入依存率は，アメ
リカ，59％，日本，100％，中国，
47％である。いずれにせよ，日
本の石油輸入依存度の高さ，中
国の石炭消費量の大きさを理解
していただけよう。
３. ２　中国の経済動向
　短期的には，中国も金融危機によって，輸出産業と海外からの直接投資にマイナスの影
響が出ている。しかし，最近数年間の固定資産投資，新規追加経済政策が国内需要の増加
を下支えしている。かなり国内に資金をつぎ込み経済全体にプラスの影響をもたらしてい
る。また，世界の需要の低迷によりエネルギーを含めた鉱産物価格が低下し，世界の工場
としての中国には，有利に働いている。2010年までは，８％以上のGDPの伸びが期待で
きるとも言われている。
　中長期的には長期投資が減少し，資源供給能力に対するマイナス影響が出てくる。さら
に，経済格差，雇用，人権，高齢化の問題など，中国社会が抱える固有の社会問題がある。
人権問題，民族問題がどう影響するかは不確定要素であるが，人口の多さ，マーケットの
大きさを力に，政府は国内需要を上げようと考えている。それらにより，中長期的には5.5％
程度のGDPの伸びであろうと予測されている。
３. ３　中国の国家プロジェクト
　中国沿岸部の発展の目覚ましいことはよく知られているところである。とくに，東岸部
が非常に発展し，東西格差が生じているため，西の大開発が計画されている。東北部，南
西部の貴州省でも開発が進行している。
　中国に「西気東輸」という言葉がある。西のガスを東に送るという意味である。タリム
盆地から上海，広州あたりに天然ガスを送る大口径のパイプラインが１本完成し，現在２
図３　参考：日米中一次エネルギー消費（2007年）
100％）
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本目を建設中である。また，北は水が不足しており，揚子江から黄河に水を送るプロジェ
クトが進んでいる。西は，石炭が豊富で発電所も多いので，電気を東に送る。これは「西
電東送」と呼ばれるプロジェクトである。2009年には，三峡ダムが完成したが，これは中
国の年間電力の１割をまかなう一大エネルギープロジェクトである。以上のように，全国
で，エネルギー，水関係のプロジェクトが一斉に動き，この度の経済危機の最中でも多額
の資金が投入され，一層加速されている。
３. ４　経済からみた中国の歴史
　中国の経済発展は，鄧小平のいわゆる「改革開放」から始まったと言われている。その
後，江沢民，現在の胡錦涛の時代まで，たゆみない発展を続けている。中でも重要なこと
はWTOへの加盟である。発展途上国の規制を段階的に撤廃し確実に先進国になりつつあ
り，「世界の工場」となった。
　あまり知られていないが，中国は2003年〜 2005年に一度大きな経済危機に直面した。
電力，石炭，石油製品の供給に障害が出たことがある。それは西部の石炭を東へ送る鉄道
がパンクし発電できず，代わりにトラック輸送に切り替えようとして，トラックの燃料で
ある軽油が不足したことによる。つまり，電力，石炭，石油がなくなったということで，
この時のエネルギー危機を，「三つの嵐」，「三荒」などと呼んでいる。
　これにより，中国は，2006年からの第11次５ヶ年計画において，エネルギーと環境問題
へ本格的に取り組み始めたとされている。この後の新たな５ヶ年計画ではさらに加速する
ものと思われる。
３. ５　中国のエネルギー政策
　中国におけるエネルギー政策関連組織を図４に示す。中国国内でエネルギー危機が起き
た2005年に，現首相の温家宝をトップとする「国家エネルギー指導グループ」が設置され
た。中国でエネルギー政策に携わるのは数百人と言われており，エネルギー省の計画はあ
るが未だ設置されていない。ただ，日本と異なり，巨大な国有会社が三社あり，中国石油，
CNPC（China National Petroleum Corporation）などの企業は，各社約70万人の従業員を
抱えていると言われる。
　第11次５ヶ年計画の概要を図５に示す。ポイントは，GDPの伸び率を年平均7.5％に目
標を設定している点である。「経済と環境の調和」という言葉が出ている点も注目に値する。
　ここで重要なのは，エネルギー消費原単位である。これまで中国は原単位や効率を政策
目標にしたことがなかったのが，ここに来て初めて，2010年に2001年比20％削減を国家目
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図４　中国におけるエネルギー政策関連組織
経済
・GDP（2010 年）　26 兆 1000 億元（3 兆 2000 億 US ドル）
・GDP の年平均伸び率 7.5％
経済と環境の調和
・エネルギー消費原単位　2010 年で 2005 年比 20％削減
・主要な汚染物の排出量　2010 年で 2005 年比 10％削減
3． 「11・5 規 画 」
に お け る エ ネ
ル ギ ー 環 境 政
策の概要
（1）原則
　 「省エネルギー優先，国産エネルギー供給に立脚，石炭資源を基礎とすること，エ
ネルギー源の多様化，需給構造の最適化，安定的・経済的・クリーン・安全なエ
ネルギー供給体制を構築
（2）石炭−「秩序ある発展」
　大型化を目指してスクラップアンドビルド
（3）電力−「積極的な発展」
　・高効率で環境にやさしい大型火力発電
　　 （クリーンコール発電ガスによるコンバインドサイクル発電の推進）
　・水力発電の推進（大型および小型）
　・原子力発電の促進　2020 年までに 4000 万 kw
　・電力ネットワークの強化：「西電東送」「南北互供」「全国連網」
（4）石油・天然ガス−「加速的発展」
　・国内の探鉱を拡大，強化し，深海の探鉱を行う
　・海外の石油，ガス資源開発に協力
　・輸入 LNG 基地を適宜建設
　・国家石油備蓄基地の拡張を行う
　・ 石油・ガスの幹線パイプの建設を加速「西油東送」「北油南運」「第 2 西気東 
送」
　・ 非在来型の石油，ガス資源の調査，探鉱（炭田ガス，オイルシェール，オイルサンド，
メタンハイドレート）
（5）再生可能エネルギー−「大いに発展」
　風力発電 500 万 KW　・バイオマス発電 550 万 KW
　太陽エネルギーの開発利用を促進
図５　第11次５カ年計画の概要
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標として掲げた。実際は，2006年に６％位増加しているが，2007年からやや下がり始めて，
現在，効率化に向けて走り始めたところである。
　また汚染物質も排出量は，2005年比10％削減を目標とする。この削減計画は，以前の５ヶ
年計画でも掲げられていたが達成できていなかったものである。「罰金，課徴金を払う方
が環境設備を置くよりも安く済む」という実利的発想であろうか。ほかに，エネルギー政
策としては，国産エネルギーの供給に立脚し，石炭資源を基礎とすること，クリーンで安
全なエネルギー供給体制の構築が掲げられている。
　炭鉱も手掘りに近い小規模の所は閉じ，電力も大型の効率のよい火力発電所をつくり，
水力発電にも力を入れ始めている。また，原子力発電では，2020年までに，4000万kWの
発電が計画されている。最近，これでも不足するというので7000万kWをめざし，電力の
ネットワーク化にも力を注いでいる。それが，「西電東送」「南北互供」「全国連網」である。
　石油・天然ガスについては，国内の探鉱拡大を計画している。深海の探鉱も計画し，日
本との国境に手を伸ばしている。また，海外の石油・ガス資源の開発に協力するとして，
中国政府首脳がアフリカ，中東へ訪問し，液化天然ガスでガス不足を補い，安定供給を強
化するために石油の備蓄に着手した。石油・ガスのパイプラインの増強も図っている。
　次に，再生可能エネルギーであるが，風力は，５ヶ年計画で500万kWだったのを，さ
らに上乗せを重ね，2020年には１億kWを目標としている。これは，中国国内が風車だら
けになるのではないかというほどの量である。
４．中国の電力
４. １　原子力発電
　日本と比較するとよくわかるが，日本の火力発電は60％が石油火力で，中国は83％が石
炭火力である。水力発電は，三峡ダムなど大ダムを建設し，さらに原子力発電を最大限に
拡大したいと考えている。問題は原子力発電の立地である（図６）。原子力発電は，冷却
水を大量に必要とし，内陸での建設は困難で，海岸や水の豊富な揚子江の沿岸に限られる。
　現在，世界における原子力発電所は，３億8000万kWが発電され，第１位のアメリカで
１億kWが発電されている。第２位のフランスが6600万kW，日本が約5000万kWである。
中国は2020年までにフランスを抜く7000万kWの発電を目標にしている。現在中国にある
のは，11基で，900万kW。それを7000万kWに増強しようとしている。図６に示すのは，
4000kWの場合の発電所建設候補地である。率直に言えば，西風下にある日本にとって，
中国でチェルノブイリ原発事故のようなことがあれば被害は風下にある日本に及ぶという
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ことである。そのため，日本は中国への技術援助をおこなっているが，中国は「自国の技
術」によって，と考えている。現時点では，フランス，アメリカ，日本の原子力発電技術
しかないが，自国の技術を開発したいという考えが先行しているようである。この点にど
のように手を差し伸べていけるか，ということであるが，中国の原子力発電は日本にとっ
ても大きな問題となる。
４. ２　石油・天然ガス
　西方にガス田があり，沿岸部への供給のために，全長4,800kmの「西気東輸ライン」を，
１年で3,000km，１ヶ月で250kmのスピードで敷設している。これと並行して現在，タリ
ム盆地のもっと奥のウズベキスタン，トルクメニスタンのガス田から南の広州までパイプ
ラインを引き2011年完成予定としている。険しい山岳地帯やジャングルを通す南のミャン
マーからの石油・ガスのパイプライン敷設計画もある。ミャンマーで産出するガスを中国
奥地の昆明に集めてそこを拠点として各地へ輸送する計画である。
　現在は，石油はシンガポール経由で中東，アフリカから中国に輸送されているが，元々，
輸送リスクの大きい地域である，マラッカ海峡を通行するのをやめてミャンマーまで運び，
図６　原子力発電の立地
原子力発電所の建設候補地 
2020年までに4000万KW（全電力の４％） 
7000万KW 
大阪産業大学　人間環境論集９
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そこからパイプラインを使いたいと考えており，実施に移している。
　ロシアからの石油・天然ガス輸入については価格交渉に長い年月を費やしていたが，最
近の価格下落により交渉がまとまった。方法としては，シベリアから日本海沿岸部の港ま
でメインのパイプラインを引き，そこからラインを分岐し，大慶（中国一の油田）まで輸
送する。奥地から天然ガス，南から石油と天然ガス，北から石油を運ぶのだが，それでも
不足するのを補うために液化天然ガス計画があり，基地が１基稼働し，３基が建設中であ
る。
　国内原油・天然ガスの生産地としては，大慶の大油田は北京にも近く輸出もしていたが
最近寿命が近づいている。西部には，中型油田が並ぶがこれらも寿命が近づいており，将
来さらに奥地から運び出そうという計画である。海洋油田については，北の渤海にガス田・
油田があり，南にも南沙諸島があるが，いずれも他国とのトラブルを抱えそうな地域であ
る。中国は1992年までは石油輸出国であったのが，急激に消費国となっており，アフリカ
のアンゴラ，スーダン，コンゴ，赤道ギニアなど，援助と引き替えに石油の調達をおこな
い，石油価格の暴騰にも影響を与えている。
４. ３　石　炭
　現在の世界での石炭算出増加量のほとんどが中国生産によるものである。とくに山西省，
内モンゴルで多く産出され，まず鉄道で海岸まで輸送される。地域によっては，広い国内
より海外からの輸送が有利な場合も多く，南部では，インドネシア，オーストラリアから
の輸入が多い。石炭生産現場では安全上の問題が多く，年間9000人近い死者を出すと言わ
れる中小炭鉱を閉山し，大型炭鉱にシフトしている。
５．中国の省エネルギー
　中国のGDPあたりのエネルギー消費
原単位を比較すると（図７），日本の10
倍近い効率の悪さを示している。産業
構造の違いもあるがエネルギーの使用
効率が非常に悪い。火力発電熱効率を
見ると，日本は43％〜 45％で，中国は
31％である。13％の効率の差は，燃焼
ロスが50％多いということである。 図７　エネルギー利用効率の国際比較
335
中国のエネルギーと環境問題（壇須寿雄）
６．中国の再生可能エネルギー
　三峡ダムを初めとして，今後，揚子江の最上流でも水力発電の設置計画がある。風力発
電は，2010年までに1000万kW，2020年までに１億万kWを計画している。従って，再生
可能エネルギーの比率が30％に達する勢いで，日本の８％に引き替え，再生可能エネルギー
にかける熱意の差は歴然としている。
７．中国の環境問題の現状
　砂漠の拡大，大気汚染，CO2の排出
とどれをとっても世界最大規模である
が，その中でもCO2の排出量は，アメ
リカ，中国それぞれ20％，二国合わせ
て40％になる。EUと日本などCO2の削
減義務を負う国の合計排出量は29％で
あり，その他は途上国である。図８は，
世界の排出見通しである。途上国のリー
ダーとして中国は，５ヶ年計画におい
てGDP当りの原単位削減目標を設定す
るが，削減交渉の国際会議の場では削
減目標の数値を示さない。
　最後に，越境する環境汚染，NOx，
SOx，酸性雨，光化学スモッグなどに
ついては，今後ますます増えていくだ
ろうと予測されている。影響を受ける
のは，地域的には，偏西風の影響をま
ともに受ける日本海沿岸部である。西
風の吹く地域では硫酸イオンの沈着が
大変な量である（図９）。日本海，東シ
ナ海を挟んで隣り合う中国の存在は日
本の大気汚染にとって余りにも大きい。
図８　世界のCO2　排出見通し
図９　日本における硫酸イオンの沈着量
